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時沢（岩田隊員撮影）時沢（岩田隊員撮影） 地
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今
、
都
市
に
住
む
人
た
ち
が

様
々
な
理
由
で
自
然
環
境
や
歴

史
、
文
化
な
ど
に
恵
ま
れ
た「
地

方
」に
注
目
し
て
い
ま
す
。

 

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」と
は

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」と
は

▼
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課

　

企
画
調
整
係　

☎
（52）
１
１
１
２

高畠町地域おこし

協力隊 Instagram

YouTube 高畠町

公式チャンネル

高畠町地域おこし

協力隊 Facebook

高畠町地域おこし

協力隊 TikTok

・
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い

・
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
生
き
て
い
き
た
い

・
自
然
と
共
存
し
て
み
た
い

・
自
分
の
手
で
作
物
を
育
て
て

み
た
い
・
・
・

・
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い

・
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
生
き
て
い
き
た
い

・
自
然
と
共
存
し
て
み
た
い

・
自
分
の
手
で
作
物
を
育
て
て

み
た
い
・
・
・

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行

が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域

外
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る

こ
と
で
、
意
欲
あ
る
都
市
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
力

の
維
持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

町
で
は
、
令
和
４
年
度
末
時
点

で
３
名
の
協
力
隊
員
が
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

地域おこし協力隊の活動を地域おこし協力隊の活動を
各種各種SNSSNSで発信していますで発信しています

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
中
止

や
縮
小
も
少
な
く
な
り
、
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
、「
町
外
の
方
々

に
高
畠
町
へ
来
て
い
た
だ
き
、
町

の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

う
」
と
い
う
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
実
感
で
き
る
一

年
で
し
た
。

　

こ
の
活
動
報
告
書
に
は
、
隊
員

そ
れ
ぞ
れ
が
令
和
４
年
度
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
が
書
か

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ご

覧
い
た
だ
き
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　

2022
活
動
報
告
書



－農泊に向けた取り組み
　私が高畠町に移住し生活する中で、「何気ない日常の生活」にも、
高畠町の魅力がたくさんあり、それを伝えたいと感じて取り組んで
います。
　そのためにも、【農泊】を高畠町にも積極的に取り入れることで、
気軽に観光感覚で農業体験ができるような機会を創出し、高畠の
ファンを増やしたいと考えています。普段から目にしている里山の
景色や自然溢れる風景、交流した人が育てた野菜等を収穫し食べる
ことなど、こちらでは当たり前の生活が、都会の人から見ると特別
な体験となり、多くの人に共感していただけるものだと思います。
そして、訪れる人たちの生の声を聞くことで、地元の方にとっても、
普段の生活が素敵なものであることに気付いていただけると考えて
います。
　このような滞在型の旅行を企画することで、高畠町にも「着地型
旅行」という新たな旅の手段を提供できると考えています。農業体
験など協力していただける方がいらっしゃいましたら、お声がけい
ただけると嬉しいです。よろしくお願いいたします！

岩
い わ た

田  朋
と も き

樹

出身地：兵庫県伊丹市

着　任：令和 2 年 9 月

勤務地：町商工観光課（～R5.3）

　　　　町農林振興課（R5.４～）

2022 年の活動

駅からサイクリング PR 動画作成

たかラボ有機米紹介動画作成

360°動画作成

農体験プレツアー

おきラボ体験企画

イベントへの参加

4 月　たかはた桜まつり

5 月、10 月

TAKAHATA

ILLUMINATION

8 月　青竹ちょうちんまつり

9 月　グル麺ライド

10 月　たかはたフェア

12 月、１月　

高畠駅ふれあい跨線橋

イルミネーション

1 月　わらじみこし

2 月　冬咲きぼたんまつり

農泊を新たな旅の手段に農泊を新たな旅の手段に

プロフィール

　着任してから２年と７か月が経

過しました。現在、私は「農泊に

向けた取り組み」と「360°動画の

作成」をメインに活動に取り組ん

でいます。

－ 360°動画の作成
　高畠町の四季折々の景色をより多くの方に見
てもらいたいと考え、360°カメラを利用した
動画撮影を昨年の秋から実施しています。
　動画を見ているスマートフォン等の角度を変
えることで、画面越しに 360°景色を見渡すこ
とができ、まるでその場所で散歩しているかの
ような感覚を味わっていただけます。
　鳥のさえずりや雪を踏む足音など、耳で聞い
て楽しむこともできるこちらの動画は、これか
ら撮影予定の分も含めて、春夏秋冬の四季の移
り変わりが楽しめるように制作していきます。
移り行く景色の変化をぜひご堪能ください。
　並行して、車載動画や Instagram、TikTok
でのショート動画も公開してまいりますので、
各種 SNSでご覧ください。

360°カメラ撮影動画 【まほろばの里たかはた】駅からサイクリング【まほろばの里たかはた】駅からサイクリング
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　催しを通して地域の方とふれあ

うこと、食文化を知ることができ、

また耕作放棄地再生プロジェクト

のワイン用ぶどう栽培を通して地

元の農家さんとコミュニケーショ

ンがとれたことが、私にとって何

よりの喜びです。

出身地：東京都豊島区

着　任：令和 3 年 4 月

勤務地：高畠熱中小学校

2022 年の活動

熱中小学校業務

　授業補助

　ワイン用ぶどう栽培管理

　高畠熱中万博

　高畠町地域留学サポート

イベントへの参加

16 月　駅からサイクリング

19 月　グル麺ライド

12 月、1 月

高畠駅ふれあい跨線橋

イルミネーション

地域の人のつながりを大切に地域の人のつながりを大切に

プロフィール

小
お は ら

原  洋
よういち

一－これまでの活動
　協力隊としての活動は、早くも３年目を迎えます。この２年間は

高畠熱中小学校のサポート業務を主に活動をしてきました。他にも、

コロナの影響もありましたが、「青竹ちょうちんまつり」「冬咲きぼ

たんまつり」等のイベントに参加させていただくことができました。

ー今年度の活動報告
　高畠熱中小学校では、初めての開

催となる、自由出展型の「高畠熱中

万博」や生徒の方の発案から「どんが

ら汁を食べる会」等を実施しました。

－今後の活動
　今年度は地域おこし協力隊の集大成となる大切な年だと感じてい

ます。ぶどう栽培を含めた勉強をするとともに、地域の人とのつな

がりを大切にし、そして来年度以降の自分自身の活動の基礎となる

ことを目指します。

たんまつり」等のイベントに参加させていただくことができました。

　また、自身のスキルアップのために各種研修へ参加することによ

り、町外の方との情報交換ができ、たくさんの知見を得られました。

▶
生
徒
の
発
案
か
ら
作
る
こ
と
に

　

な
っ
た
「
ど
ん
が
ら
汁
」

【
高
畠
町
地
域
留
学
】

　

高
畠
熱
中
小
学
校
が
事
務
局
と
な

り
、
都
市
圏
大
学
生
等
を
対
象
に

「
地
域
巡
り
会
い
ツ
ア
ー
」を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
、
参
加
者
を
受
け
入
れ
る
際

の
業
務
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

約
１
週
間
の
滞
在
期
間
の
中
で
、

高
畠
町
に
暮
ら
す
ユ
ニ
ー
ク
な
方
々

と
生
活
や
仕
事
を
共
に
す
る
こ
と

で
、「
く
ら
し
、
な
り
わ
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」を
体
験
す
る
、
と
い
う
内

容
の
企
画
で
す
。

　

令
和
４
年
２
月
か
ら
こ
れ
ま
で
３

回
実
施
し
、
48
名
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
中
に
は
岡
山
県
か
ら
お
越
し

い
た
だ
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

改
め
て
参
加
者
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
高

畠
町
の
魅
力
発
信
と
関
係
人
口
増
加

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◀「
ど
ん
が
ら
汁
を
食
べ
る
会
」の
様
子
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　催しを通して地域の方とふれあ

うこと、食文化を知ることができ、

また耕作放棄地再生プロジェクト

のワイン用ぶどう栽培を通して地

元の農家さんとコミュニケーショ

ンがとれたことが、私にとって何

よりの喜びです。

出身地：東京都豊島区

着　任：令和 3 年 4 月

勤務地：高畠熱中小学校

2022 年の活動

熱中小学校業務

　授業補助

　ワイン用ぶどう栽培管理

　高畠熱中万博

　高畠町地域留学サポート

イベントへの参加

16 月　駅からサイクリング

19 月　グル麺ライド

12 月、1 月

高畠駅ふれあい跨線橋

イルミネーション

地域の人のつながりを大切に地域の人のつながりを大切に

プロフィール

小
お は ら

原  洋
よういち

一－これまでの活動
　協力隊としての活動は、早くも３年目を迎えます。この２年間は

高畠熱中小学校のサポート業務を主に活動をしてきました。他にも、

コロナの影響もありましたが、「青竹ちょうちんまつり」「冬咲きぼ

たんまつり」等のイベントに参加させていただくことができました。

ー今年度の活動報告
　高畠熱中小学校では、初めての開

催となる、自由出展型の「高畠熱中

万博」や生徒の方の発案から「どんが

ら汁を食べる会」等を実施しました。

－今後の活動
　今年度は地域おこし協力隊の集大成となる大切な年だと感じてい

ます。ぶどう栽培を含めた勉強をするとともに、地域の人とのつな

がりを大切にし、そして来年度以降の自分自身の活動の基礎となる

ことを目指します。

　また、自身のスキルアップのために各種研修へ参加することによ

り、町外の方との情報交換ができ、たくさんの知見を得られました。

▶
生
徒
の
発
案
か
ら
作
る
こ
と
に

　

な
っ
た
「
ど
ん
が
ら
汁
」

【
高
畠
町
地
域
留
学
】

　

高
畠
熱
中
小
学
校
が
事
務
局
と
な

り
、
都
市
圏
大
学
生
等
を
対
象
に

「
地
域
巡
り
会
い
ツ
ア
ー
」を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
、
参
加
者
を
受
け
入
れ
る
際

の
業
務
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

約
１
週
間
の
滞
在
期
間
の
中
で
、

高
畠
町
に
暮
ら
す
ユ
ニ
ー
ク
な
方
々

と
生
活
や
仕
事
を
共
に
す
る
こ
と

で
、「
く
ら
し
、
な
り
わ
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」を
体
験
す
る
、
と
い
う
内

容
の
企
画
で
す
。

　

令
和
４
年
２
月
か
ら
こ
れ
ま
で
３

回
実
施
し
、
48
名
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
中
に
は
岡
山
県
か
ら
お
越
し

い
た
だ
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

改
め
て
参
加
者
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
高

畠
町
の
魅
力
発
信
と
関
係
人
口
増
加

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◀「
ど
ん
が
ら
汁
を
食
べ
る
会
」の
様
子

出身地：高畠町安久津

着　任：令和 3 年 4 月

勤務地：高畠熱中小学校

2022 年の活動

熱中小学校業務

　授業補助

　高畠熱中万博

　高畠町地域留学サポート

イベントへの参加

6 月　駅からサイクリング

8 月　屋代の灯り

9 月　グル麺ライド

12 月、1 月

高畠駅ふれあい跨線橋

イルミネーション

クリエイティブ・デザインで想いを伝えるクリエイティブ・デザインで想いを伝える

プロフィール

堀
ほりうち

内  敦
あつひさ

央 －これまでの活動
　私は一年目に続き、「高畠熱中小学校の運営サポート」と「写真を
通した地域発信」を軸に活動してきました。

－今年度の活動報告
　「高畠熱中小学校の運営サポート」では、

主にチラシや冊子などのデザインを担当

しております。２年目に力を入れたのは、

各学期に発行している『まとめ冊子』のリ

ニューアルです。“誰が読んでも面白い冊子”を目標に、デザイン・

内容・構成など全て一新しました。特に、生徒が熱中している事を

紹介する企画を設けるなど、個人活動を「記事にして発信する」事で、

思いもよらぬ繋がりや新たな可能性が生まれることを目指しまし

た。冊子は毎期、各地区公民館や町の施設に配布しております。見

つけたらぜひご覧ください。

　次に、「写真を通した地域の発信」では、町のふるさと納税の返礼

商品について写真撮影を行っております。インターネットで寄付を

する際、商品写真は出品者の想いを伝える重要な役割をもっていま

す。「このように撮影したらオシャレ、カッコいい」の前に、まずは

出品者が伝えたい想いをお聞きし、その想いに添った写真撮影を心

がけて活動しております。

－今後の活動
　協力隊も残すところ、後１年となりました。私が得意とするクリ

エイティブやデザインは、誰かの想いを誰かに伝える重要な役割だ

と思っております。熱中小学校をはじめ、地域の発信など「伝える、

伝わる」を大切に活動していきます。

　私は一年目に続き、「高畠熱中小学校の運営サポート」と「写真を
通した地域発信」を軸に活動してきました。

　「高畠熱中小学校の運営サポート」では、

主にチラシや冊子などのデザインを担当

しております。２年目に力を入れたのは、

各学期に発行している『まとめ冊子』のリ

ニューアルです。“誰が読んでも面白い冊子”を目標に、デザイン・

◆
事
務
局
の
声

ー
小
原

　

気
持
ち
よ
く
ス
ト
レ
ス
の
な
い
時

間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
中
に
は
再

び
高
畠
町
へ
来
て
い
た
だ
い
た
方
も

い
る
の
で
、
少
し
ず
つ
成
果
が
出
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

ー
堀
内

　

参
加
者
の
方
が
初
め
て
の
土
地
を

楽
し
め
る
様
に
、「
参
加
者
と
近
い

視
点
」を
意
識
し
て
体
験
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
体

験
が
心
に
残
る
よ
う
に
と
、
記
録
写

真
を
沢
山
撮
影
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
の
方
が「
ま
た
高
畠
町
に
来
ま

す
！
」と
言
っ
て
く
れ
た
の
は
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

仙太郎下駄工房さん ふるさと納税返礼品撮影
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